














































































要約 

〈自的〉高齢者社会、少産・少子、働く母親の増加、心の時代を迎えるわが国の母子保健

担当者の研修システムを、現状分析と参加型研修会のデーターを参考に構築すること。 

〈方法〉市町村保健婦の現任研修実態調査での関心度、必要度の高い項目、上位、下位、

希望研修方法を調査、開催した参加型研修会(ワークショップ)の情報を加えて研修システ

ムを構築した。 

〈成果〉(1)研修項目で高かった関心度、必要度は、①「保健指導等の実践場面で対応すべ

き課題」で、このような実務・実践に直結した即効的効果を期待するもの、②カウンセリ

ング等、支援指導技術、③母子保健担当者自身の資質向上を目指す項目であった。(2)参加

型研修会の開催とデータ収集(家族支援を基調テーマとし、事例検討中心の 2日間のワーク

ショップ):保健所、市町村保健婦、栄養士、歯科医師等、母子保健担当要員が参加、共通

の問題解決法を感情表出をまじえ、互いに支援し、対人関係(Co㎜ unication)技術をわか

ち合いながら学んだ。構造化(計画)された“参加型・交流型学習"が現代の母子保健実践に

かかせないことを全参加者が体験した。計画、運営、スタッフのこと、経費等多くの情報

も得た。母子保健指導を社会や家族全体を視野に入れた支援型にすべき現在、“一方通行型、

講演型教育”だけでは家族支援、対人関係支援の態度や技術学習は困難である。このよう

な「参加型、交流型研修法:ワークショップ型研修」をもっと取り入れるべきである。この

方法は手間、暇がかかり、研修運営スタッフ(講師やタスクフォース)もそれなりの事前訓

練が必要である。しかし問題解決法学習という意味で、学習効果が永続し応用もひろい。

すでに企業などではこのような研修法が普及しており、保健医療関係では遅れている。一

方このような研修法を含む、教育的指導者養成をする必要がある。(3)研修教育体系の構築、

提案を行った:地域(県、市町村)では初任者教育、生涯教育を、中央では参加型学習を含む

教育者、指導者養成を行う。生涯学習を義務づけ、その機会を職場が確保する。専門職の

基礎学習をふまえた、基礎一専門一現任一生涯というタテの学習課題と、母子、成人、老

人保健というヨコの研修課題とを統合し、交流型学習法を加えたシステムを構築する必要

がある。具体的案と研修方法を提案した。 


